
平成３０年（２０１８年）７月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

地
方
議
会
議
員
年
金
は
市
町
村
合

併
の
急
速
な
進
展
等
に
よ
る
議
員
数

の
激
減
に
よ
る
年
金
財
政
の
破
綻
に

よ
り
平
成　
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

２３

　

し
か
し
、
議
員
の
な
り
手
が
い
な

い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
た
め
の

法
律
の
改
正
案
を
議
員
立
法
に
よ
り

今
国
会
に
提
案
す
る
準
備
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
き
は
平
成　

年
の
地
方
議

２３

会
議
員
年
金
制
度
廃
止
法
案
の
委
員

会
採
決
に
際
し
、
衆
参
両
院
の
総
務

委
員
会
に
お
い
て
、
地
方
議
会
議
員

年
金
制
度
廃
止
後
、
お
お
む
ね
１
年

を
目
途
と
し
て
、
地
方
議
会
に
お
け

る
人
材
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
た
新

た
な
年
金
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
旨
の
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
で
な

意見書意見書意見書
　６月定例会では１件の
意見書を可決し、関係機
関へ送付しました。

（要旨）

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　

６
月
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
を
新
た
に
受
理
し
、
採
択
し
ま
し
た
。

陳
情
は
２
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付

し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

議
員
年
金
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
元
議
員
等
の
既
存
支
給
者
へ

の
給
付
は
こ
の
先
約　

年
続
き
、
そ

５０

の
公
的
負
担
累
計
額
は
、
総
務
省
の

試
算
で
約
１
兆
１
千
４
百
億
円
に
も

上
る
膨
大
な
額
に
な
り
ま
す
。

　

小
平
市
で
は
、
平
成　

年
度
の
予

３０

算
ベ
ー
ス
で
議
会
費
か
ら
元
議
員
等

の
既
存
支
給
者
の
年
金
の
支
払
い
の

た
め
に
約
６
千
８
百
７
万
円
の
公
費

が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、

議
員
が
厚
生
年
金
に
加
入
す
れ
ば
、

事
業
主
負
担
と
し
て
、
新
た
な
財
政

負
担
が
生
じ
、
そ
の
額
は
小
平
市
で

年
間
約
２
千
３
百
万
円
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
全
体
で
約
２
百
億
円
に
上

る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
村
議
会
を
初
め
多
く
の

地
方
議
会
に
お
い
て
議
員
の
な
り
手

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
は
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
、
そ
の
方
策

特
権
的
地
方
議
会
議
員

年
金
制
度
の
復
活
に
断
固

反
対
す
る
意
見
書

胎
内
堀
保
全
工
事
に
当
た
り
市
内
用
水
路
へ

の
流
水
の
維
持
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

小
平
に
は
、
約　

年
前
、
開
拓
民

３５０

の
生
活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
玉

川
上
水
か
ら
の
分
水
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
用
水
路
が
今
も
流
れ
て
い
ま

す
。
明
治
３
年
に
玉
川
上
水
に
並
行

し
て
掘
ら
れ
た
新
堀
用
水
に
は
立
て

穴
を
掘
っ
て
か
ら
横
穴
を
掘
っ
て
つ

な
げ
る
素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
方
式
で

あ
る
胎
内
堀
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が

上
流
部
に
あ
り
ま
す
。

　

小
平
市
は
、
平
成　

年
９
月
か
ら

３０

平
成　

年
３
月
に
か
け
て
、
胎
内
堀

３１

の
保
全
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

胎
内
堀
抗
口
付
近
の
樹
木
伐
採
や
宅

地
化
に
よ
り
抗
口
部
分
が
乾
燥
し
、

木
の
根
の
影
響
も
あ
っ
て
劣
化
が
進

行
し
て
保
全
対
策
が
必
要
だ
と
市
は

説
明
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
内
容
は
、
胎
内
堀
の
ト
ン

ネ
ル
内
部
に
鉄
板
を
張
っ
て
補
強
し

た
上
で
、
現
在
の
胎
内
堀
坑
口
か
ら

下
流　

㍍
ま
で
パ
イ
プ
で
ト
ン
ネ
ル

１５

を
延
長
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を

つ
く
り
、
そ
こ
に
現
在
の
坑
口
を
模

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
擬
岩
を
は
め

込
む
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
工
事
の
た
め
、
平
成　

年　

月

３０

１１

か
ら
平
成　

年
１
月
ま
で
の
３
か
月

３１

間
、
新
堀
用
水
の
水
を
と
め
る
予
定

で
す
。
市
内
の
用
水
の
う
ち
野
火
止

用
水
と
砂
川
用
水
を
除
く
用
水
は
新

堀
用
水
か
ら
分
水
さ
れ
て
い
る
た
め
、

新
堀
用
水
の
水
を
と
め
る
こ
と
に
よ

り
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
用
水
の
水
が

と
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
用
水
路
に
は
多
摩
川
の

原
水
が
流
れ
て
お
り
、
豊
か
な
生
態

系
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
特
に
水
流

が
豊
富
な
小
川
用
水
の
上
流
部
に
は
、

絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
の

ほ
か
、
ク
チ
ボ
ソ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど

の
魚
類
や
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
ガ
ガ
ン
ボ
、

カ
ワ
ニ
ナ
、
ヤ
ゴ
類
、
蛍
な
ど
多
様

な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
餌
と
す
る
サ
ギ
や
カ
モ
も
飛

来
し
ま
す
。

　

保
全
工
事
の
実
施
に
伴
い
３
か
月

に
わ
た
り
水
流
が
途
絶
え
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
水
生
生
物
の
大
半
は
死
滅
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
回
復

は
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成　

年
、
上
水
公
園
付
近
で
の
漏

２５

水
事
故
の
た
め
、
半
年
間
水
が
途
絶

え
た
新
堀
用
水
で
は
、
以
前
は
見
ら

れ
た
生
物
が
、
５
年
た
っ
た
今
も
十

分
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
で
は

現
在
の
流
水
量
を
確
保
し
て
切
り
回

し
を
す
る
に
は
大
が
か
り
な
工
事
が

避
け
ら
れ
ず
、
多
額
の
経
費
が
必
要

と
試
算
し
、
胎
内
堀
内
の
工
事
の
危

険
性
も
回
避
し
き
れ
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し

流
水
を
少
し
で
も
維
持
す
る
何
ら
か

の
方
策
は
見
出
せ
る
は
ず
で
す
。

　

小
平
市
開
拓
の
礎
で
あ
る
用
水
路

は
、
豊
か
な
自
然
に
親
し
む
水
辺
と

し
て
も
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
よ
り

よ
い
形
で
後
世
へ
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
事
項

「市民と議会の意見交換会」を
開催しました

 

１９日　石川県議会議員視察来庁（下水道整備
事業のこれまでの取り組み、ふれあい
下水道館開設に至る経緯及び利用状況
について）

２７日　市民と議会の意見交換会
 

９日　総務委員会行政視察（青森県弘前市、秋
田県大館市、岩手県盛岡市　１１日まで）

 生活文教委員会行政視察（石川県羽咋
市、富山県小矢部市、新潟県糸魚川市
　１１日まで）

１６日　厚生委員会行政視察（大阪府東大阪市、
豊中市、奈良県生駒市　１８日まで）

 環境建設委員会行政視察（北海道札幌
市、室蘭市、苫小牧市　１８日まで）

１７日　徳島県徳島市議会議員視察来庁（なか
まちテラスについて）

１８日　東京都四市競艇事業組合議会臨時会
 東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
２２日　総務委員会
２３日　生活文教委員会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会

総会
２４日　厚生委員会（稲城市視察あり）
 東京都河川改修促進連盟総会及び促進

大会
２５日　環境建設委員会
 宮城県仙台市議会議員視察来庁（ふれ

あい下水道館事業について、下水道事
業について）

２８日　幹事長会議

4　　月

5　　月

３０日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
３１日　議会運営委員会
 東京都三多摩地区消防運営協議会通常

総会
 静岡県静岡市議会議員視察来庁（なか

まちテラスについて）
 

５日　６月定例会初日
６日　６月定例会２日目（一般質問）
７日　６月定例会３日目（一般質問）
８日　６月定例会４日目（一般質問）
１２日　総務委員会
１３日　生活文教委員会
１４日　厚生委員会
１５日　環境建設委員会
１８日　広聴広報特別委員会
１９日　都市基盤整備調査特別委員会
２０日　公共施設マネジメント調査特別委員会
２２日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
２８日　６月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
２９日　茨城県日立市議会議員視察来庁（政策

立案・政策提言について）
 

４日　岩手県滝沢市議会議員視察来庁（観光
振興について）

１３日　青森県弘前市議会議員視察来庁（小平
市協働事業フォローアップ支援事業に
ついて）

１７日　広聴広報特別委員会

6　　月

7　　月

議 会 日 誌
4月19日～7月17日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌

に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

　

胎
内
堀
の
保
全
工
事
に
当
た
り
、

市
内
用
水
路
の
生
態
系
を
壊
さ
な
い

よ
う
、
流
水
の
維
持
に
努
め
る
な
ど

工
事
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
上
水
本
町
三
丁
目

用
水
路
の
水
を
止
め
な
い
よ
う
求
め

る
会
代
表　

水
口　

和
恵　

外　

人
２８１

と
し
て
厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
制
度

化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
自
営
業
者
な
ど
国
民
年
金

だ
け
の
加
入
者
が
平
成　

年
度
末
時

２６

点
で
約
１
千
７
百
万
人
に
上
る
中
で

地
方
議
会
議
員
だ
け
が
新
た
に
厚
生

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
は
多
額
の
事

業
主
負
担
を
伴
う
こ
と
を
考
え
れ
ば

容
易
に
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
厚
生
年
金
加
入
問
題

の
み
な
ら
ず
、
地
方
議
会
議
員
制
度

全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
特
権
的
地

方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
復
活
を
し

な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
あ
て

 
《
小
学
３
年
生
》

○
５
月　

日　

八
小　

人

２２

７２

○
５
月　

日　

七
小　

人

３１

１１８

○
６
月
１
日　

十
三
小　

人
５９

○
６
月　

日　

十
二
小　

人

１２

９８

　
　
　
　
　
　

九
小　

人
８１

議
場
見

議
場
見
学学

○
６
月　

日　

花
小
金
井
小　

人

１５

８８

　
　
　
　
　
　

五
小　

人
１０９

○
６
月　

日　

六
小　

人

１８

９１

○
６
月　

日　

学
園
東
小　

人

１９

６４

○
６
月　

日　

鈴
木
小　

人

２１

３２

　
　
　
　
　
　

三
小　

人
１１６

○
６
月　

日　

一
小　

人

２２

７７

○
６
月　

日　

十
小　

人

２６

１４０

○
７
月
３
日　

二
小　

人
８９

○
７
月
５
日　

十
五
小　

人
７９

 　

６
月
定
例
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
案
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地
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FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

小平市非核都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願
いである。しかし、核軍備拡大競争
及び通常兵器の軍備拡大競争は一段
と激化し、世界各地で武力紛争が絶
え間なく続き核戦争の脅威が迫って
いる。
　我が国は、世界唯一の核被爆国で
あることにかんがみ、小平市議会
は、すべての国の核兵器に反対し非
核三原則を堅持し、人類永遠の平和
のため努力することを決意し非核都
市を宣言する。

昭和58年３月３日
小平市議会

※この宣言は、昭和58年３月定例会に
おいて議員から提案され全会一致で
可決されたものです。

　市議会では「小平の魅力アップについて　あなたの目線で考えてみません
か」をテーマに、今年初めての意見交換会を以下のとおり開催しました。
　３月定例会の報告を行ったのち、市民の皆さんとグループに分かれ、テー
マに沿って意見交換を行いました。多くのご意見をいただきました。ありが
とうございました。
　開催の概要は下記のとおりです。

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果の詳細については、
市議会ホームページ（http://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）のほか、
市役所７階議会事務局でもご覧いただけます。

　次回は、10月25日、26日、29日、30日の夜間に４会場での開催を予定し
ております。
　詳細は、議会事務局までお問い合わせください。多くの方のご参加をお待
ちしております。

・日時
４月27日（金）
午後７時～９時

・会場
ルネこだいら　レセプション
ホール

・参加者数
39人 当日の様子


